
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ICT を活用した労働災害防止対策のあり方に関する検討委員会」 

作業部会（WG）検討結果中間報告 
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１．作業部会の設置 

 

（１）作業部会（WG）設置の目的 

「ICT を活用した労働災害防止対策のあり方に関する検討委員会」からの命により、本

委員会の委員である玉手委員を座長とした作業部会（WG）を「ICT を活用した労働災害

防止対策のあり方に関する検討委員会」の下に設置し、ICTを活用した労働災害防止対策

に有効な事例等の収集を行う。 

 

 

（２）作業部会（WG）委員名簿 

 

 

委 員 名 簿 

    

    

座 長  玉手 聡 独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所  

      研究推進・国際センター（併）建設安全研究グループ 首席研究員

     

委 員  松村 秀雄 キャタピラージャパン合同会社  

      コンストラクション デジタル＆テクノロジ ICT 担当部長  

    

〃  石橋 昌樹 コマツ スマートコンストラクション推進本部  

      事業企画部 企画グループ 主査  

    

〃  伊藤 勝啓 清水建設株式会社 安全環境本部 本部長  

    

〃  森川 直洋 株式会社大林組 建築本部 本部長室 担当部長  

    

   （順不同 敬称略） 
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（３）作業部会（WG）での検討経緯 

 

 第２回作業部会（WG） 

日時 平成 29 年１０月 2 日（月） 1３:３0～ 

場所 TKP 田町カンファレンスセンター地下１階カンファレンスルーム B1C         

議事 

１）ICTを活用した事例収集の方針について 

２）ICTを活用した事例について（委員提供） 

３）その他 

・配付資料 

資料№２－１ 事例収集方針（案）について 

資料№２－２ 玉手座長提供資料 １ 

資料№２－３ 玉手座長提供資料 ２ 

資料№２－４ 伊藤委員提供資料 １ 

資料№２－５ 伊藤委員提供資料 ２ 

資料№２－６ 森川委員提供資料 

資料№２－７ 石橋委員提供資料 

資料№２－８ 松村委員提供資料 

参考資料 合同委員会終了後 打合せ 

追加資料１ 安全のための地耐力調査と斜面計測の紹介（玉手座長提供） 

追加資料２ 土木学会論文集 C（地圏工学）「施行時斜面における浅い部分のせん

断ひずみ計測による崩壊監視の検討」（玉手座長提供） 

 

 

 第３回 作業部会（WG） 

日時 平成 29 年１２月７日（木） 1５:０0～ 

場所 TKP 田町カンファレンスセンター地下１階 カンファレンスルーム B1B         

議事 

１）ICT活用事例の整理について 

２）本委員会への報告について 

３）スケジュールについて 

４）その他 

・配付資料 

資料№３－１ 第２回委員会議事要旨（案） 

資料№３－２ 労働災害等発生要因別 ICT活用事例及び開発が望まれる ICT 一覧表

（イメージ） 

資料№３－３ ICT 活用事例一覧 

参考資料 スケジュール 
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２．ICT事例の収集と整理の方法に関する検討 

 

（１）分類と整理の方法の予備チェック 

ICT事例の収集と整理の方法を確認するため、WG メンバで以下のように記入作業

を行った(予備チェック)。 

① WGメンバが所属する機関の ICT 事例を「新技術」という観点で幅広く収集

し、各項目に記入した(整理してみた)。 

② その整理では、資料No.2-4「労働災害討発生要因別 ICT 活用事例及び開発が

望まれる ICT 一覧表(イメージ)」に従って行った。 

③ 具体的には、１つの事例について、「検討対象」、「想定される労働災害の種類」、

「具体的な労働災害事例」、「ICT の活用が望まれる理由」、「ICT を活用した現

時点での対応」、「活用分類」、「ICT 活用に対する問題点」、「今後の望まれる対

応」の 8項目に記入を行った。その他、メリット及び残留リスクについても情

報を収集した。 

 

 

（２）整理項目の修正案 

各委員が整理してみた感想を議論し、以下のような修正案をまとめた。 

① 分類する分野(大分類)は「危険作業対策」、「有害作業対策」、「メンタルヘルス

職場環境対策」の 3つとし、各分野では整理項目(中分類)として「想定される

災害」、「ICT」、「残留リスク」を設ける。 

② 次の小項目(小分類)では名称が類似したり内容が重複しないようにする。元の

様式では「ICT」「活用」「対応」といった用語が重複していた。 

③ 「問題点」や「残留リスク」などマイナスなイメージの部分は記入しづらい場

合もある。その際は企業名を伏せることを検討してはどうか。 

④ 開発の背景、目的、期待される効果などは比較的記入しやすいため、小分類の

項目に反映させる。 

⑤ 「災害事例」に加えて関連するタグ(キーワード)を追加しておくと検索が容易

となる。そのため、中分類「想定される災害」の中に設けた小分類には「災害

事例」に加えて「事故の型」「起因物」を設けた。「事故の型」や「起因物」と

は厚生労働省や建災防が災害事例の分類に用いているものであり、この部分は

事務局側で記入する。 

⑥ 小分類「適用工事・作業」の項目は複数記入できるよう欄の数を増やす。 

 

（３）今後の事例収集の方法について 

① 各委員の所属会社での事例を提供いただくところから事例収集を開始する。そ

の他の事例については、委員会で協議のうえ、インターネット、新聞等の媒体

を活用し収集を行う。 

② 団体等へ収集調査の一部を協力依頼する。 
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３．WGで収集した ICT事例 

 

 WG メンバが所属する機関から収集した ICT事例を修正案に従って再整理した。表 1 に

その件数と内訳を示す。収集された事例は計５１件であり、その内訳では「車両系建設機械

作業」に関するものが最も多く 25 件であった。 

 さらに収集した事例は別紙「労働災害防止等に有効な ICT一覧」のようにまとめた。  

 

表１ 収集した事例の件数と内訳 

危険作業対策 1 災害復旧工事 １件 

2 斜面掘削工事 ２件 

3 トンネル切羽作業 ４件 

4 解体工事 １件 

5 橋梁点検作業 ０件 

6 外壁点検作業 １件 

7 水中点検作業 １件 

8 車両系建設機械作業 ２５件 

9 軟弱地盤工事 ２件 

10 現場溶接 １件 

11 その他危険作業 ０件 

有害業務対策 12 熱中症 ２件 

13 アスベスト（石綿） ２件 

14 酸欠・硫化水素 ０件 

15 粉じん ０件 

16 化学物質 １件 

17 振動 １件 

18 高気圧 ０件 

19 騒音作業 ２件 

20 その他有害業務 ０件 

メンタルヘルス・

職場環境改善対策 

21 生産性の向上 ２件 

22 教育・訓練の充実 ０件 

23 不安全行動の抑止 １件 

24 苦渋反復作業の解消 ２件 

計 ５１件 
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４．まとめ 

本年度は、ICT 事例の収集と整理の基となる様式(エクセルシート)を構築するためにWG

メンバが予行的に記入作業を行って、修正点を検討した。

この作業では、WG メンバが所属する機関から「新技術」の観点で幅広く収集して試行し

た。その結果は別紙「労働災害防止等に有効な ICT 一覧」のように修正案をまとめた。 

原案に対して行った修正は細かな部分のみであり、具体的には、担当者が混乱すること無

く記入できるよう項目をシンプルな構成に修正したことと、名称をできるだけわかりやす

く改めたことである。 

その上で労働安全衛生の視点として「想定される災害」を独立した項目として設け、その

下に「災害事例」「事故の型」「起因物」の小項目を設ける工夫をした。この項目は、従来の

対策では本質安全化の実現が難しい作業等と合わせて事務局側で記入する部分である。 

今回のWG では試験的に 51 件の ICT事例を収集し整理したが、このうち 25 件は車両

系建設機械作業に関するものであり収集技術には偏りも見られた。 

今後の課題については以下のような議論があった。 

1) 一般からの ICT 事例の収集に先だって「呼び水となる」事例が必要である。例えば、

建設労務安全研究会（労研）などの外部団体に協力を依頼することも一案と思われる。 

2) 本格的な収集段階では応募を受けた ICT の公開の適否を審査するプロセスが必要に

なるかもしれない。

3) 各社が開発した ICT 機器等について標準化が望まれるとの意見もあった。

4) ICT そのものの安全性についてはその評価項目を含めてまだ不明な部分もあるよう

である。

本年度はサンプル事例を収集して整理の基となる様式を検討し、その検討結果を修正案

としてまとめた。本格的な事例の収集は来年度以降に行う予定としている。 
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